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   The intracavernous pressure to produce a passive erection was recorded in a 40-year-old 
man suffering from impotence. The patient had passive erection with a flow of 160 ml/min. 
The flow needed to maintain erection was 40 ml/min. The pressure in the flaccid state was 
15 mmHg, and 151 mmHg in the state of erection. In the state of erection, the perfused 
liquid was demonstrated to escape through the deep dorsal vein of the penis. 
   No other causes of impotence were revealed, and we diagnosed his erectile failure to be 
due to venous leakage. We performed ligation of this vein. Alter the operation, nocternal 
penile tumescence was improved. 
   His potency recovered completely, and no complication was noted.















既往歴:10年前,腎 結石手術2年 前,脳 梗塞,高
血圧
家族歴=特記事項なし
現病歴:数 年来,勃 起力は低下 した状態であ り,か
ろうじて性交はできていたが性交中に硬度が低下 し充
分な性交はできていなかった.4ヵ 月前 より全 く性交
が不可能とな ったとの ことで,1984年2月に当科初







170HCSは す ぺ て 正 常範 囲 内に あ り内 分 泌 異常 に よ
るイ ンポ テ ンスを示 唆 す る所 見 は 認 め られ な い.
BuN,Crも 正常 範 囲.FBslo8mg/1nl.脳幹機 能
正 常.CMIi型,R-R間 隔CV3.69%.
勃 起 機 能 検 査:AVSSB領 域2),夜間 陰茎 勃 起(noc。
ternalpeniletumescence:NPT)は14mmx10分
の 陰茎 波 をREM睡 眠 相 に一 致 して み とめ る(MSIa
型)1).
内圧 同時 測 定 海 綿体 造 影:陰 茎 海 綿体 に穿 刺 した2
本 の 針 に よ り陰 茎 海 綿体 内圧 の連 続 測定 と陰茎 海 綿 体
造 影 を 同時 に行 な った.勃 起 を起 こす の に要 す る海 綿
体 灌 流 速 度 は ユ60ml/min,維持 灌 流 速 度 は40ml/













































最初に報告 した のはWespes3)である.わ れわれ
も勃起機能検査のひとつとして内圧同時測定海綿体造
影法を行なっている.われわれの方法は,27Gの 針
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